
は
じ
め
に

　
令
和
５（
2
0
2
3
）年
12
月
11
日
、
屋
久
島
は

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
屋
久
島
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
主

な
取
組
と
課
題
、
今
後
の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組

　
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
地
域
で
は
、
平
成
７

（
1
9
9
5
）年
に
設
置
さ
れ
た
屋
久
島
世
界
遺
産

地
域
連
絡
会
議
を
通
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て

効
果
的
な
保
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
産
地
域
の
自
然
環

境
の
状
況
を
把
握
し
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

き
適
正
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
平
成
21

（
2
0
0
9
）
年
に
設
置
さ
れ
た
屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
科
学
委
員
会
（
以
下
、
科
学
委
員
会
と
い

う
。）か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

（１）
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
自
然
景
観
と
生
態
系
に

つ
い
て
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
順
応
的
な
管
理

を
行
う
た
め
、
関
係
行
政
機
関
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

屋
久
島
世
界
自
然
遺
産

　
　
登
録
30
周
年
を
迎
え
て

湿原（花之江河）

国有林野
事業の
取組

　屋久島は、九州最南端の佐多岬の南方約６0㎞に位置して
おり、周囲132㎞のほぼ円形の島で、九州最高峰の宮之浦岳

（1,93６m）を中心に幾つもの高い山が連なる山岳の島です。国
有林は3.8万haで、屋久島の森林面積の約８割を占めています。
　海抜０mから標高1,93６mに至る、山岳島という自然条件のた
め、わが国では他に見られない、また世界的にも数少ない特異
な景観を呈しています。
　このため、平成５（1993）年に日本で初めて世界遺産条約に基
づく自然遺産（10,747ha（国有林10,2６0ha、民有林487ha））
として登録されました。

管内概要

屋久島森林管理署
　鹿児島県熊毛郡屋久島町安房1６６-5
屋久島森林生態系保全センター　
　鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1

所在地

54,100ha（屋久島のみ）
うち森林面積 48,475ha
うち国有林面積 38,392ha

区域面積

鹿児島県屋久島町関係自治体

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
に
お
い
て

は
、
屋
久
島
を
５
地
域
に
分
け
垂
直
方
向
の
植
生

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
森
林
生
態
系
に
お
け
る
気

候
変
動
の
影
響
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
科
学
委
員
会
の
助
言
を
踏
ま
え
保

全
方
法
や
利
用
方
法
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
効
果

的
な
手
法
に
よ
り
遺
産
地
域
の
管
理
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（２）
湿
原
の
保
全
対
策

　
標
高
1
6
0
0
m
付
近
に
あ
る
湿
原
（
花は
な
之の

江え

河ご
う
、
小こ

花は
な
之の

江え

河ご
う
）
は
、
科
学
委
員
会
か
ら
湿
原

の
地
下
水
位
の
低
下
や
そ
れ
に
伴
う
乾
燥
化
等
が

指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者
等
に

よ
る
湿
原
の
成
り
立
ち
、

流
出
・
水
収
支
等
の
科
学

的
な
調
査
分
析
が
行
わ

れ
、
令
和
５（
2
0
2
3
）

年
３
月
に
高
層
湿
原
保
全

対
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
保

全
対
策
に
基
づ
き
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
継
続
と

と
も
に
、
湿
原
内
の
流
水

分
散
対
策
や
流
路
の
浸
食

防
止
対
策
な
ど
湿
原
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宮之浦岳

屋久島森林生態系保全センター

屋久島森林管理署

植物の垂直分布

屋
久
島
森
林
管
理
署　
屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
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（３）
ヤ
ク
シ
カ
の
個
体
数
管
理

　
科
学
委
員
会
の
専
門
部
会
で
あ
る
ヤ
ク
シ
カ

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
か

ら
令
和
５
年
度
の
ヤ
ク
シ
カ
の
推
定
個
体
数
が
前

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ヤ
ク
シ
カ
の
増
加
に
よ
り
、
下
層
植
生
の

食
害
に
よ
る
希
少
種
の
減
少
等
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
植
栽
木
や
農
作
物
へ
の
被
害
も
発
生
し
て
い

る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
が
連
携
し
て
個
体
数

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（４）
著
名
木
調
査

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
30
周
年
に
併
せ
て
、
前
回

（
平
成
４（
1
9
9
2
）年
）調
査
し
た
縄
文
杉
等
の

著
名
な
屋
久
杉
を
中
心
に
３
D
レ
ー
ザ
ー
計
測
や

3
6
0
度
カ
メ
ラ
等
を
活
用
し
形
状
や
植
生
な

ど
詳
細
な
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

デ
ー
タ
や
調
査
木
の
３

D
画
像
は
屋
久
島
森
林

生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

の
W
e
b
サ
イ
ト
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

課
題

　
屋
久
島
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す

が
、
登
山
者
の
利
用
が
集
中
す
る
登
山
ル
ー
ト
で

は
著
し
い
侵
食
や
登
山
者
の
増
加
に
伴
う
し
尿
処

理
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。お

わ
り
に

　
今
後
の
屋
久
島
の
発
展
に
は
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
地
域
の
み
な
ら
ず
、
屋
久
島
全
域
を
対
象
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
屋
久
島
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に

残
し
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
産
業
振
興
や

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

貢
献
す
る
た
め
、
そ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

縄文杉

太古杉
　
ま
た
、
複
数
あ
る
登
山
ル
ー
ト
の
な
か
に
は
管

理
者
が
不
在
と
な
っ
て
い
る
ル
ー
ト
が
あ
る
た

め
、
利
用
者
の
安
全
や
登
山
ル
ー
ト
の
適
切
な
維

持
・
管
理
を
図
る
観
点
か
ら
早
期
の
管
理
者
の
設

置
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
行
政
機
関
と
対

策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組
の
方
向
性

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
か
ら
30
年
が
経
過
し
た

今
、
引
き
続
き
学
識
経
験
者
等
や
関
係
行
政
機

関
、
各
種
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進

め
、
各
種
課
題
の
解
決
や
森
林
環
境
の
保
全
と
利

推定個体数
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